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［ 1 ］領域「健康」の理解 1  子どもに対する健康教育の意義
［ 2 ］領域「健康」の理解 2  幼稚園教育要領における領域「健康」のねらい
［ 3 ］領域「健康」の理解 3  幼稚園教育要領における領域「健康」の内容指導の基本
［ 4 ］領域「健康」の理解 4  子どもの心の安定をもたらす園生活・人的環境づくり
［ 5 ］領域「健康」の理解 5  戸外遊びの指導と留意点  ― ルールのある遊び ―
［ 6 ］幼児の健康と運動遊び 1  子どもの身体機能の発達と運動遊びの意義
［ 7 ］幼児の健康と運動遊び 2  子どもの主体性を引き出す体操活動とその指導  ― 心と体の健康 ―
［ 8 ］幼児の健康と運動遊び 3  子どもの運動能力を育む運動遊びとその指導




























バス（表 2 ）の第 1 講が適合していた．続いて，専 3 「乳
幼児の体の発達的特徴を説明できる．」には，現行シラバス

















下，「指 1 」などは表 4 の左端のナンバリングの表記とす
る．）に示す．指 1「幼稚園教育要領における幼稚園教育の
基本，領域『健康』のねらい及び内容を理解する．」には現
行シラバス第 2 講及び第 3 講が，指 2 「領域『健康』のね
らい及び内容を踏まえ，幼児が経験し身に付けていく内容
と指導上の留意点を理解している．」には現行シラバス第 2
講から第 4 講までが適合していた．続いて，指 3 「幼稚園
教育における評価の考え方を理解している．」には，現行シ























表 3 　「幼児と健康（ 1 単位）」の到達目標と現行シラバスの比較表
現行シラバス
到達目標 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
専 1 ※ 乳幼児期の心と体，運動発達などの健康課題を説明できる． ○
専 2 健康の定義と乳幼児期の健康の意義を説明できる． ○
専 3 乳幼児の体の発達的特徴を説明できる． ○
専 4 乳幼児の基本的な生活習慣の形成とその意義を説明できる． ○ ○
専 5 幼児の安全教育・健康管理に関する基本的な考え方を理解している． ○ ○
専 6 幼児期の怪我の特徴や病気の予防について説明できる． ○
専 7 危険に関しリスクとハザードの違いと安全管理を理解している． ○
専 8 乳幼児期の運動発達の特徴を説明できる． ○
専 9 幼児期において多様な動きを獲得することの意義を理解している． ○ ○ ○ ○ ○









ることが確認された現行シラバスは，表 2 の通り， 4 つの





























































表 4 　「保育内容『健康』の指導法（ 2 単位）」の到達目標と現行シラバスの比較表
現行シラバス
到達目標 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
指 1 ※ 幼稚園教育要領における幼稚園教育の基本，領域「健康」のねらい及び内容を理解する． ○ ○
指 2 領域「健康」のねらい及び内容を踏まえ，幼児が経験し身に付けていく内容と指導上の留意点を理解している． ○ ○ ○
指 3 幼稚園教育における評価の考え方を理解している． ○ ○
指 4 領域「健康」において幼児が経験し身に付けていく内容の関連性及び小学校の教科等とのつながりを理解している．
指 5 幼児の心情，認識，思考及び動き等を視野に入れた保育構想の重要性を理解している． ○ ○ ○ ○ ○
指 6 領域「健康」の特性及び幼児の体験との関連性を考慮した情報機器及び教材の活用法を理解し，保育構想に活用することができる． ○ ○ ○ ○
指 7 指導案の構造を理解し，具体的な保育を想定した指導案を作成することができる． ○










　最後に，本稿では，そもそも 1 科目 1 単位（現行カリキ
ュラム）と 2 科目 3 単位（モデルカリキュラム）の内容や
到達目標を比較しているため，それらを単純に授業内容に
詰め込むことには限界があることを認識しておかなければ
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http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/1385790.htm.
（確認2018/ 7 /28）
4 ）文部科学省：幼稚園教育要領解説，  
http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_
detail/__icsFiles/afieldfile/2018/04/25/1384661_3_3.pdf.（確 認
2018/ 7 /30）
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